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２．屋根面にルーフィングを下葺きします。Ｌ型捨水切を棟違い

部下側の立上げ壁、主屋根の妻壁に取付ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．屋根葺材を施工し、上から子屋根の棟包み板金を野地板の

欠込みの奥まで入れて取付ける。立上げ壁・妻部分に雨押

えを取付ける。 
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確認事項 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


	Ａ．平部
	１．ルーフィングを軒先から上へ向かって張る。
	２．タッカー釘にて仮留めをする。

	Ｂ．谷部
	１．最下層に幅1000㎜程度のルーフィングを谷に沿って捨て張りする。
	２．谷芯から谷の両側に約250㎜以上ずつ振り分けて二重葺きする。

	Ｃ．隅棟部
	１．棟芯から棟の両側に250㎜以上ずつ振り分けて二重葺きする。

	Ｄ．平棟部
	１．棟芯から棟の両側に250㎜以上ずつ振り分けて二重葺きする。

	Ａ．ケラバ部(出が大きいタイプ)
	１．ルーフィングを下葺きする。(前述)
	２．屋根材を葺く。(メーカーの施工ルールに従う。)
	３．ケラバの水切り下地を取付ける。
	４．破風板を取付ける。
	５．ケラバ水切りを取付ける。

	Ｂ．ケラバ部(出が少ないタイプ)
	１．ルーフィングを下葺きする。
	２．屋根材を葺く。(メーカーの施工ルールに従う。)
	３．野地板・ルーフィングの上から、通気胴縁の上まで片面接着シートを張る。
	４．ケラバの水切り下地を取付ける。
	５．破風板を取付ける。
	６．ケラバ水切りを取付ける。
	Ｃ．棟部
	１．ルーフィングを下葺きする。(前述)
	２．屋根材を葺く。(メーカーの施工ルールに従う。)
	３．棟部の板金下地を取付ける。
	４．棟包み板金を取付ける。

	Ｄ．片流れ上部(軒部)
	１．ルーフィングを下葺きする。(前述)
	２．壁の上端（通気穴の下）まで壁透湿防水シートを張る。
	３．野地板の上面から笠木下までルーフィングを張る。
	４．屋根材を葺く。(メーカーの施工ルールに従う。)
	５．水切り下地をつける。
	６．破風板を取付ける。
	７．水切りを取付ける。

	Ａ．一般部分
	１．ルーフィングを屋根面から壁面へ250㎜(瓦の場合は300㎜)以上立上げる。
	２．流れ壁際に受桟を取付ける。
	３．受桟の上に捨板水切りを取付ける。
	４．屋根材を葺く。(メーカーの施工ルールに従う。)
	５．取合部に雨押え下地を取付ける。
	６．取合部に雨押えを取付ける。ルーフィング上端と雨押え上端とは50㎜以上離す。

	Ｂ．一般コーナー部(出隅)
	１．流れ壁際部と登り壁際部が出隅で交わるコーナー部分の板金は、流れ壁際の雨押えを登り壁際の雨押え下地の幅の分だけ延ばす。

	Ｃ．一般コーナー部(入隅)
	１．登り壁際部と流れ壁際部が入隅で交わるコーナー部分の板金は、両方の雨押えを留めにするか、流れ壁際の雨押えを延ばして納める。

	Ｄ．棟・壁取合部
	１．ルーフィングを張る。
	２．屋根材を葺く。(メーカーの施工ルールに従う。)
	３．雨押え棟包み下地を取付ける。
	４．雨押え・棟包み板金を取付ける。
	Ｅ．軒先･壁取合部
	１．軒先部分と取合う外壁部分に水切りシートを先張りする。
	２．ルーフィングを張る。
	３．軒先水切りを取付ける。

	４．軒先が壁と接する部分に壁止まり役物(板金)を取付ける。
	５．受桟を取付け、捨板水切りを取付ける。
	６．屋根材を葺く。
	７．雨押え下地を取付ける。
	８．雨押えを取付ける。

	Ａ．子屋根の棟と主屋根の交点部
	１．子屋根の棟と主屋根面の交点部の野地板に欠込みを設ける。
	２．屋根面にルーフィングを下葺きします。Ｌ型捨水切を棟違い部下側の立上げ壁、主屋根の妻壁に取付ける。
	３．屋根葺材を施工し、上から子屋根の棟包み板金を野地板の欠込みの奥まで入れて取付ける。立上げ壁・妻部分に雨押えを取付ける。
	４．主屋根の破風を付け、ケラバ水切りを棟包み板金に合わせて取付け、棟包み板金と重なる部分にシーリングをします。

	Ｂ．子屋根と主屋根の下との接合部
	１．主屋根と子屋根の接する部分の施工が困難なので、子屋根から主屋根へ立上げ壁を造る。
	２．ルーフィングを施工する。
	２．屋根材を葺き、その上から・雨押え・子屋根の棟包み板金を施工する。

	Ａ．子屋根の棟と主屋根の交点部
	１．子屋根の棟と主屋根面の交点部の野地板及び鼻先たるきに欠込みを設ける。
	２．屋根面にルーフィングを下葺きします。Ｌ型捨水切を子屋根が妻壁と接する部分に取付ける。
	３．子屋根の棟包み板金をのぼり木の内側まで入れて取付ける。妻側部分等に雨押え、破風下地部分にＬ型捨水切を取付ける。
	４．主屋根のケラバ水切りを棟包み板金に合わせて取付け、棟包み板金と重なる部分にシーリングをします。

	Ｂ．子屋根と主屋根の下との接合部
	１．ルーフィングを施工する。Ｌ型捨水切を子屋根と妻壁との交わる部分に取付ける。
	２．屋根材を葺き、その上から雨押え・子屋根の棟包み板金を施工する。
	１．煙突の水上側に雪割下地を施工する。
	２．雪割水切を取付け、雪割水切と屋根との接線は『谷部』としての防水施工を行う。
	３．雪割水切と煙突との接線は、『屋根・壁取合部』と同様の防水施工（雨押え）を行う。
	４．屋根と煙突との接線は、『屋根・壁取合部』と同様の防水施工（雨押え板金（下にＬ型捨板水切））を行う。
	ドーマーは、側面の立上り部分を屋根材で仕上げるものと外壁材で仕上げるものと２タイプある。

	Ａ部
	□屋根・外壁はルーフィングを連続して張る。

	Ｂ部
	□破風板・鼻隠し板の下は、片面接着シートでくるむ。

	Ｃ部
	□壁面は面積が小さいので透湿防水シートではなく、片面接着シートを隙間なく貼る。

	Ｄ部・Ｅ部
	□屋根･壁取合部、屋根・屋根(立上)取合部は、「１－３　屋根・壁取合部　Ａ．一般部」と同様に水切りを施工する。

	Ｆ部
	□屋根･壁取合部、屋根・屋根(立上)取合部は、「１－３　屋根・壁取合部　Ｂ．一般コーナー部(出隅)　、Ｃ．一般コーナー部(入隅)」と同様に水切りを施工する。

	Ｇ部
	□谷部は「１－１　ルーフィングの下葺き　Ｂ．谷部」と同様に施工する。

	Ｈ部
	□鼻隠し板と屋根材の間に施工のために30㎜程度の隙間をとる。
	１．トップライトを取付ける。(屋根仕上材の厚みによりトップライトの取付位置を調整する。)
	２．屋根面にルーフィングを下葺きする。
	３．トップライト部分はルーフィングを立上げる。
	４．トップライトコーナー部は、伸縮性のある防水テープなどで施工し、防水層の切れ目を作らないように注意する。
	５．トップライトのメーカーの施工手順書に従い水切り等を取付ける。


